
1，450戸(+1) ~ 
7.250人 (-4)i

3，549人 c--8) ! 
3，701人(+4) ) 
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事
故
は
も
う
い
や
ノ
.

須
釜
小
で
交
通
教
室

最
近
交
通
事
故
が
目
立
っ
て
増
え
、
と
く
に
、
子

ど
も
と
お
年
寄
り
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
達
の
村
で
も
、
ピ
l
ポ
l
ピ
l
ポ
!
の
救
急
車

の
音
を
聞
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
の
た
び
ご
と
に

H

自
分
の
家
族
で
は
H

と
、
だ
れ
も
が
心
配
し
ま

す。
こ
の
よ
う
に
交
通
事
故
は
身
近
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
に
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
酒
の
み
運
転

や
道
路
の
な
な
め
横
断
、
と
び
出
し
な
ど
、
直
接
事

故
に
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
が
後
を
た
た
な
い
の
は

ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

須
釜
小
学
校
で
も
、
「
と
び
出
さ
な
い
」
、
「
道

路
で
あ
そ
ば
な
い
」
の
誓
い
も
新
た
に
、
五
月
三
十

一
日
、
石
川
警
察
署
の
指
導
の
も
と
に
交
通
教
室
を

開
き
、
道
路
の
横
断
の
し
か
た
、
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
実
地
に
指
導
を
行
な
い
ま

し
た
。こ

れ
か
ら
梅
雨
期
に
入
り
、
道
路
が
す
べ
り
や
す

く
、
雨
や
「
カ
サ
」
の
た
め
視
界
が
さ
ま
た
げ
ら

れ
、
交
通
の
条
件
が
悪
く
な
り
ま
す
。

運
転
者
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
ひ
か
え
め
に
安
全
運
転

を
心
が
け
、
歩
行
者
は
正
し
い
歩
行
、
横
断
を
実
行

し
て
、
お
そ
ろ
し
い
交
通
事
故
を
お
こ
し
た
り
、
あ

っ
た
り
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

A
真
剣
に
「
道
路
の
横
断
の
し
か
た
」
の
指
導
を
受
け
否

須
釜
小
の
子
ど
も
た
ち
(
北
ノ
宿
交
差
点
で
)
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前
農
業
改
良
推
進
協
到
の
を
鶏
が
日
で
切
れ
た
の
に
と
も

な
い
、
四
月
一
日
付
で
、
県
知
事
、
村
長
よ
り
次
の
方
々
に
委
践
校
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
五
十
一
一
一
年
五
月
三
十
一

E
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

Jfl:地
ク区
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h
ゲ
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ク
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三株山牧場で放牧開始 !itii52
t'/ 

。中ク

搭
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議
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岩
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関
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越
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国
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夫
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掲
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古
毅
町
に
建
設
中
の
三
株
山
共

同
料
用
模
範
牧
場
は
、
石
川
地
方

と
須
賀
舟
市
の
六
ケ
市
町
村
で
、

昭
和
田
十
九
年
凌
よ
り
建
設
計
画

に
基
づ
い
て
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
今
年
の
款
に
は
完
成
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
全
体
の
約
七
十

パ

l
セ
ソ
ト
の
事
業
が
完
了
し
、

五
月
か
ら
一
部
放
牧
が
関
婚
と
な

号
、
乳
牛
百
六
一
頭
、
肉
用
牛
二
十

一
践
が
り
ん
び
り
牧
草
を
食
べ
て
い

ま
す
。こ

の
牧
場
も
、
来
審
か
ら
は
本

詩
的
に
受
託
牧
場
と
し
て
、
放
牧

A 

-
広
々
と
し
た
放
牧
地
で
の
ん

び
む
牧
草
を
食
べ
あ
乳
牛

が
で
き
る
こ
と
と
な
与
、
今
後
当

地
方
の
審
産
発
践
に
、
大
き
な
役

説
を
果
た
す
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す。位
。
一
回
一
議
山
牧
場
の
概
要
。

西
経
営
方
式 護

東
白
別
部
古
殿
町

二
百
ヘ
ク
タ

i
ル

ハ
内
草
地
造
成
語

穫
百
七
十
五
ヘ
ク

タ

i
ル〉

石
川
酪
農
業
協
同

五
放
牧
一
頭
数

乳
牛
一
一
富
一
一
一
十
頭
、
持
用
牛

百
七
十
一
鏡
、
計
四
百
頭

十
期
須
銭

北
須
議

ク

委

員

副
会
長

誘
ク

相

楽

子

蹴
・
問
簿
和

草
野
安
一

渡

辺

一

雄

関
毅
勝
一

鈴

木

安

夫

小
針
シ
メ
ノ

鈴
木
キ
ク
子

有

紫

秀

夫

袋

釜

貞

幸

"，. "，. "，. 

"，. "，. "，. 

"，. 

委役

員長

"，. 

役
所
へ
の
苦
情
は タ吉

役委雲

員員員長員長良

森

安

境

問

キ

ク

森

ハ

ツ

子

石

森

金

治

石

森

疋

入

高

森

チ

イ

若
森
ハ
ナ
忽

堪

宙

裾

蹴

石

森

邦

溜

ス
サ
ノ

行
政
相
談
員
に

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

。
処
理
が
お
そ
い
。

〈
〉
不
窺
M
W
な
扱
い
を
受
け
た
。

。
説
明
に
な
っ
と
く
で
き
な
い
。

〈
〉
ど
ん
な
手
読
き
を
す
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。

〈
〉
こ
う
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
、
役
所
に
対
す
る
辞
構
や

穏
談
、
意
見
な
ど
を
も
ち
な
が
ら

関
保
の
役
所
に
は
申
し
出
に
く
い

と
か
、
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
、
な
ど
で
困
っ
て

い
る
方
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
気
軽
に

地
元
の
行
政
担
談
委
員
か
福
島
行

政
監
察
局
の
行
政
相
談
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

取
扱
い
は
無
料
で
す
し
、
自
分

の
名
前
を
指
し
た
く
な
い
と
か
、

卒
し
出
の
内
容
を
秘
穏
に
し
た
い

と
き
は
、
ご
希
望
一
に
沿
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

出
ク Ij¥ "，. 

屋

役

。

，

委

四
辻
新
館
一

。

委

一

員

タ

タ

-7 行
政
相
談
委
員
の
仕
事
誌
、
行

管
理
庁
ハ
福
島
持
政
監
繋
島
〉

で
行
な
っ
て
い
る
行
政
相
談
の
窓

口
と
し
て
、
こ
う
し
た
相
談
を
焚

け
る
こ
と
が
主
な
役
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。

。
行
政
相
談
番
銭
円
一
一
一
輪
貞
夫

玉
一
畑
村
大
学
小
高
字
池
ノ
入

電
話
一
一
一
エ
七

O

有
線
一
一
ニ

O
O六

O
福
島
行
政
監
禁
局

郵
便
番
号
九
六

O

諸
島
市
霞
町
一

i
四
六

議
島
地
方
合
関
庁
舎

i
一
一
二

内
線

5
0一一}
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税金は私たち

No. 1 1 8 昭和51年 6月 1日

みんなのために

イ吏われる

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め

に
、
社
会
全
体
と
し
て
必
要
な
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
道
路

や
上
下
水
道
、
学
校
な
ど
が
そ
う

で
す
。こ

れ
ら
を
整
備
し
た
り
、
病
気

や
貧
困
を
防
ぎ
、
私
た
ち
の
暮
し

を
豊
か
に
す
る
た
め
、
国
や
県
市

町
村
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
に
必

要
な
経
費
は
、
社
会
を
構
成
し
て

い
る
私
た
ち
み
ん
な
が
分
担
し
、

出
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
税
金
と
い
う
わ

け
で
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
が
納

め
た
税
金
の
千
円
当
り
の
使
い
み

ち
を
み
て
み
ま
す
と
、
国
の
昭
和

五
十
一
年
度
一
般
予
算
で
は
次
の

図
表
の
よ
う
に
な
る
て
い
ま
す
。

3 

環境保全対策

その{也いろいろな

施策のために

生徒1人当りの教育費

( 48年度の実績額)

1 ，000円

地方財政の

援助のために

198円

262千円高校生
213千円生学中

197千円小学生

て附加保険料を納め

の

老齢年金を

り多くよ

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
額

制
で
四
月
か
ら
月
額
千
四
百
円
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
定
額
保
険

料
の
ほ
か
に
附
加
保
険
料
を
納
め

ま
す
と
、
将
来
、
よ
り
多
く
の
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
・
す
。

た
と
え
ば
、
二
十
五
年
間
定
額

保
険
料
を
納
め
た
人
が
、
同
じ
期

間
附
加
保
険
料
を
納
め
ま
す
と
、

附
加
年
金
と
し
て
六
万
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

附
加
保
険
料
は
、
月
額
四
百
円

で
、
定
額
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
附
加
保
険

料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
老
齢

傘
lまく

年
金
の
額
が
増
額
さ
れ
る
の
で
、

手
続
き
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
有

利
に
な
り
ま
す
。

当
村
で
は
、
強
制
加
入
者
(
農

業
者
年
金
加
入
者
〉
が
二
百
八
十

三
人
、
任
意
加
入
者
が
六
十
六
人

の
計
三
百
四
十
九
人
が
加
入
し
、

年
々
加
入
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

附
加
保
険
料
に
つ
い
て
く
わ
し

く
は
、
国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね

く
吃
さ
い
。

調
理
実
習
用

器
具
を
寄
付

こ
の
ほ
ど
、
就
業
改
善
セ

γ
タ

ー
に
、
調
理
実
習
用
と
し
て
、
多

数
の
器
具
が
前
任
の
農
業
改
良
推

進
員
(
六
十
名
〉
よ
り
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
調
理
実
習
に
大
い
に
役
立

つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

六
月
の

....._Jl.I_..~..圃圃M圃圃H・・M圃圃闘圃回目圃陣

村
税
・
保
険
料

マ
村
民
税

第
一
期

マ
国
民
年
金
保
険
料

第
-
期

納
期
限
は
六
月
二
十
五
日
、
忘

れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。
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昭和51年度妊産婦並iこ乳幼児保護事業計語表

妊産婦検診のようす

本
年
度
む
妊
産
婦
表
び
乳
幼
児
検
診
の
計
額
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
者
は
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
当

E
は
村
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
ま
す
の
で
、
も
よ
り
む
場
所
か
ら
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

A. 

日韓表

内

1:00 

1:10 

1:13 

1:18 

1:25 

1:30 

マイク司パス運行行税薮

岩法寺大竹野譲宅前

竜崎仁井田栄七宅前

竜埼公民館話

中小山田高 j芸能

JIl辺カドヤ諸活前

蒜生バス停留所前

妊産鐸憾療診新

地底別'"*・
セT

3 

17 

7 

月

8 

9 

5 

プ

1:00 

1:15 

1:20 

1:25 

1:30 

1:35 

回 詑 分 校 下

石井氏ニ宅能

北 ノ宿 十字 路

平ナカヤ鞠庖前

北須釜明神前

吉パス 停器 禁

捺

2 

!矯

母親学級と

妊

妊19 

21 

5 
10 

11 

午後1時時まで

母子健震セ γター
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母子健康セYター

母子健康手繰

生後3ヶ月・ 6ヶ月§ケJ3

12ヶ月の者乳幼児

マイク認パス運待行穂表
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石井貞二宅前
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4対象児
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官
ロ
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月
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12 
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建議診断日はく第4木曜日〉



たまかわ広報No. 1 1 8 昭和51年 6月1日5 

受
け
ま
し
ょ
う

司
炎
一
種

4

一
械
の
蹴
一

F
日
予
‘

6月16日〈水〉午後 1時30分--3時。四辻公民館

6月21日〈月)午後 1時30分""""3時。母子セ γター

6月22日(火〉午後1時30分""，3時。須釜支所

日時及び場所

第1回目① 

日
本
脳
炎
は
、
ほ
か
の
伝
染
病

に
比
べ
て
死
亡
率
が
高
く
、
ま
た

そ
の
後
遺
症
も
非
常
に
重
い
国
民

の
不
安
が
著
し
い
病
気
で
あ
り
ま

す。
そ
こ
で
、
流
行
期
を
前
に
、
日

本
脳
炎
に
か
か
り
ゃ
す
い
年
令
層

を
対
象
と
し
て
、
次
に
よ
り
予
防

接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
け
ら
d

れ
る
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。

第2回目

7月7日(水〉午後 1時30分'""3時O 母子セ γター

7月8日(木〉午後 1時30分，...._， 3時。須釜支所

7月12日〈月〉午後 1時30分.......， 3時。四辻公民館

② 

者象2.対

満3才から15才までの者及び満55才から64才までわ者

3.接 種方法

(1) 初回免疫(初めての者) 7日"，30日の間隔で2回接種

(2) 追加免疫(前年度実施した者) 1回だけ接種すればよい

金

料

母子手帳および予防接種問診票

(尚、問診票は役場叉は各区の保健婦補助員宅で受けと

って記入して持参のこと〉

t:I 
ロロ参

4.料

無

5.持
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せ

矢口

ら

お
七

月

九

日

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

昭和51年 6月 1日

七
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
一
環
と
し
て
法
務
局
と

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
特

設
の
人
権
法
律
相
談
所
を
開
設
し

て
、
こ
ま
り
ご
と
、
も
め
ご
と
、

な
や
み
ご
と
な
ど
で
困
っ
て
い
る

方
々
の
相
談
相
手
に
な
り
、
問
題

たまかわ
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No. 1 1 8 

何
時
ぶ
病
み
て

広報

=-E・E・-===』
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
は
本
村
に
そ
の
会

場
を
も
っ
て
、
次
の
と
お
り
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

多
数
の
方
の
利
用
を
希
望
し
て
い

ま
す
。

村
民
に
限
ら
ず
、
他
町
村
の
方

で
も
結
構
で
す
か
ら
心
あ
た
り
の

ハ
続
)2毒

弁

-
~~ 

と と方

ー""~ 

るきお
十勧

玉時七め
川か月く
村ら九だ
公午日さ
民後〈い
館三金。

時)

ま午
で前

担

人
権
擁
護
委
員

法
務
局
職
員

当

「
人
権
尊
重
明
る
い
社
会
」

よ
ろ
ず
相
談
所
そ

設

開
東
部
と
西
部
で
毎
月
二
回

(
無
料
)

「
マ
ム
シ
」

に
か
ま
れ
た
ら
保
健
所
へ

こ
れ
か
ら
十
月
頃
ま
で
、
「
マ

ム
シ
」
の
出
没
す
る
季
節
で
す
。

も
し
「
マ
ム

γ
」
に
か
ま
れ
た
と

き
は
、
た
だ
ち
に
石
川
保
健
所
へ

連
絡
し
、
次
の
委
託
薬
局
よ
り

「
マ
ム
ジ
抗
毒
素
」
の
払
出
し
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
早
朝
、
夜
間
、
日
曜
日

長
年
に
わ
た
っ
て
皆
様
か
ら
ご
相
談
の
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ

利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ま
す
し
、
法
律
問
題
は
当
所
の
顧

「
心
配
ご
と
相
談
所
」
は
、
利
用
問
弁
護
士
が
掴
談
に
応
じ
ま
す
。

者
か
ら
間
口
を
広
げ
て
、
日
常
生
費
用
一
切
無
料
で
す
。

活
全
般
に
わ
た
っ
て
相
談
に
の
つ
ま
た
、
事
情
に
よ
っ
て
は
出
張

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
・
い
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
し
、
相
談
日
部
落

で
、
五
十
一
年
度
か
ら
は
、
心
配
お
以
外
で
も
相
談
に
応
じ
主
す
C

川

辺

ご

と

相

談

を

含

め

て

「

よ

ろ

ず

相

東

部

地

区

毎

月

十

二

日

と

三

十

タ

談

」

に

応

ず

る

こ

と

に

し

ま

し

日

蒜

生

た
o

場

所

南

須

釜

公

民

館

竜

崎

'

同

時

に

六

月

か

ら

は

]

次

の

よ

西

部

地

区

毎

月

八

日

と

二

十

六

タ

う

に

定

例

相

談

日

を

設

定

し

ま

し

日

南

須

釜

た
の
で
、

A

日

常

生

活

す

べ

て

に

つ

場

所

玉

川

村

公

民

館

相

談

室

四

辻

新

田

い
て
、
相
談
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

お
勧
め
い
た

L
ま

す

。

ら

午

後

二

時

ま

で

受

付

け

ま

す

。
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果
樹
基
本
調
査
に
協
力
を

農
林
省
で
は
、
七
月
一
日
現
在

で
、
果
樹
基
本
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
一

こ
の
調
査
は
、
果
実
生
産
の
計

画
的
、
安
定
的
な
拡
大
と
果
樹
経

営
の
改
善
を
は
か
る
た
め
の
資
料

と
な
る
も
の
で
す
。

果
実
を
生
産
し
て
い
る
農
家
の

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
が
正
確

に
し
か
も
早
目
に
す
む
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

な
ど
の
場
合
は
~
直
接
委
託
薬
局

で
払
出
し
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

0

マ
ム

γ
抗
毒
素
保
管
委
託
薬
局

石
川
郡
石
川
町
字
南
町
一
番
地

伊

藤

薬

局

(
電
話
〉

O
二
四
七
二

l
二

i
ニ
O
五
人

ごお
ざ誕

sい生
育まお
Zすめ
2 で
量と
かつ
ら

出

生

児

氏

名

鈴

木

由

美

子

鈴

木

染

j

佐

藤

男

ー

小

林

f
昭

橋

本

枝

小

山

田

子

飯

田

愛

恭現弘正

世
帯
主
名

由

之

助

ト

モ

ヨ

一

男

タ

キ

義

明

喜

美

雄

ヨ

シ

ノ

長続
タ孫 。孫

男柄

。1-

[
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
]

部

落

川

辺

蒜

生中

岩

法

寺

南

須

釜

四
辻
新
田

死
亡
者
氏
名

三

瓶

正

矢

吹

明

雄

吉

田

久

吉

田

孫

七

村

越

秀

一

大

野

キ

ヨ

関

根

ア

サ

ノ

(
五
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

年
令

(

川

知

)

(

位

〉

(

幻

〉

(
前
〉

ハ
必
)

(
∞
∞
)
 

(

m

m

)

 

世
帯
主
名

主

晋

作

辰

三

郎

義

雄主

健

久

勝

治

B

ぬ・
''b、
も
す

窓
よ
り
一
の
山
陽
す
芯
湿
か
り
カ
ー
テ
ン
を
引
き
て

忠
一
者
ら
幅
引
か
え
に
2

つ
け
り

女
怠
ら
が
長
さ
三
伎
を
も
て
あ
ま
し
は
ず
む
話

し
に
若
さ
匂
わ
す

屈
託
を
い
か
に
追
さ
ん
怠
者
ら
と
迫
ざ
し
鏡
告

に
時
を
ま
主
ら
わ
す

退
院
に
択
の
ホ
ー
ム
、
又
ち
た
れ
ば
長
さ
鉄
路
の

か
げ
ろ
う

呆
の
揚
え

し
り
ぴ
と

か
人
に
駅
の
ホ

1
ム
会
い
し
か
ど
眼
鏡
か
け
し

吾
に
気
ず
か
ず

続

柄

キ
イ
の
夫

父

四

男父

リ
マ
の
夫

母妻




